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脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 

頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）患者におけるバイオマーカー 

研究分担者 川口 善治 富山大学医学部整形外科 准教授 

 

研究要旨 頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）患者におけるバイオマーカーを検討した。

95例の頚椎OPLL患者群および年齢と性をマッチさせた73例のコントロール患者

群を対象とし case control study を行った。来院時に患者の同意を得た上で血清

および尿を採取し、血清クレアチニン（Cre）、カルシウム（Ca）、リン（P）、アル

カリフォスファターゼ（ALP）および FGF-23 値と尿中 Cre、P および尿細管Ｐ再吸

収率（%TRP）を測定し、2群で比較した。その結果、血清 P値は OPLL 群でコント

ロール群に比較して低かった。血清 P値と骨化巣の範囲を示す OS index には軽度

の負の相関が認められ、全身性に OPLL が広がっている例ほど血清 Pが低値をとる

傾向にあった。また血清 hs-CRP 値はコントロール群に比較し OPLL 群で高値を示

した。血清 FGF-23 値は、コントロール群に比較し OPLL 群で明らかに高値を示し

た。さらに血清 hs-CRP 値と血清 FGF-23 値は正の相関を示した。以上より OPLL

の病態には FGF-23 を介したリン代謝が関わっている可能性があると考えられた 

 

Ａ．研究目的 

我々は、脊柱靭帯骨化症の病因を探るこ

と、および結果から得られた知見を治療に

資することを目的に頚椎後縦靭帯骨化症患

者（OPLL）のバイオマーカーを検討してき

た。昨年は OPLL 患者ではコントロールに比

較し血清高感度 CRP（hs-CRP）値は高く、

血清リン値は低いことを報告した。今回の

研究では、骨代謝に関わるバイオマーカー

として近年注目されている血清 FGF-23 値

が、OPLL 患者でいかなる挙動を示すかにつ

いて検討することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

昨年度の患者群とは別の患者群を用いた。

95 例の頚椎 OPLL 患者群（男 58 人、女 37

人、平均年齢 69.2 歳）および年齢と性をマ

ッチさせたコントロール患者群 73人（男 

36 人、女 37人、平均年齢 70.6 歳）を対象 

 

とした。来院時に患者の同意を得た上で血

清および尿を採取し、血清クレアチニン

（Cre）、カルシウム（Ca）、リン（P）、アル

カリフォスファターゼ（ALP）および FGF-23

値と尿中 Cre、P および尿細管Ｐ再吸収率

（%TRP）を測定し、2 群で比較した。血清

FGF-23 値の測定には ELISA 法を用いた。ま

た CT を用い全脊椎の OPLL の広がりを罹患

椎体レベル、椎間板レベルで評価し、OS 

index として定量的に表した。そこで上記

のバイオマーカーと OS index の関連を検討

した。 

（倫理面への配慮も記入） 

本研究は日常診療の一環で行われたもの

である。当大学の倫理委員会にて承認を受

けている。 

 

Ｃ．研究結果 

血清 Cre、Ca 値は OPLL 群とコントロール



1. 

群で相違はなかった。一方、血清 P値は OPLL

群（3.4 ± 0.6 mg/dL）でコントロール群
（3.6 ± 0.5 mg/dL）に比較して低かった
（p=0.023）。血清 P 値と OS index には軽
度の負の相関が認められ、全身性に OPLL が

広がっている例ほど血清 P が低値をとる傾

向にあった。また血清 hs-CRP 値はコント

ロール群に比較し OPLL 群で高値を示した。

血清 FGF-23 値は、コントロール群（38.0 ± 
17.9 pg/dL）に比較し OPLL 群（51.6 ± 26.0 
pg/dL ） で 明 ら か に 高 値 を 示 し た
(p=0.00018)。さらに血清 hs-CRP 値と血清
FGF-23 値は正の相関を示した。しかし OS 

index と血清 FGF-23 値には明らかな相関は

認められなかった。尿におけるそれぞれの

値には、2群間で差はなかった。 

 

Ｄ．考察、 

検討の結果より OPLL では血清 FGF-23 値

が高く、血清リン値が低下していた。しか

し尿細管Ｐ再吸収率には変化がなかった。

これらの事実は、OPLL の病態を解明する上

で重要な知見であると思われた。 

 

Ｅ．結論 
OPLLの病態にはFGF-23を介したリン代謝が
関わっている可能性がある。 
 
 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記載 
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